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９
月
24
日
、
中
央
快
速
線
・
高
円
寺
駅
で
人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、
運
転
再
開
指
示
を
受
け
た
対
向
列
車
が
、
線
路
内
に
救
急
隊
員
が
い
る

こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
停
車
せ
ず
現
場
を
通
過
す
る
事
象
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
過
去
、
人
身
事
故
で
救
助
中
の
救
急
隊
員
が
触
車
し
死
亡
す
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
事
象
は
そ
う
な
り
か
ね
な
い
も
の
で
す
。
本
部
は

「
原
因
究
明
委
員
会
」を
開
催
し
、
命
を
守
る
た
め
に
は
何
が
大
切
か
を
議
論
し

ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
、運
行
優
先
で
は
な
く
、安
全
を
第
一
に
考
え
、行
動
で
き

る
安
全
風
土
を
職
場
か
ら
創
り
上
げ
て
い
く
重
要
性
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

◆
発
生
日
時

　
・
発
生
日
時
　
　
　
　
２
０
２
１
年
９
月
24
日
（
金
）
14
時
27
分
頃

　
・
場
所
　
　
　
　
　
　
中
央
快
速
線
高
円
寺
駅

　
・
人
身
事
故
列
車
　
　
下
り
１
４
６
３
Ｔ
（
特
別
快
速
）

　
・
対
向
列
車
　
　
　
　
上
り
１
３
５
２
Ｔ
（
特
別
快
速
）

◆
概
況

　
１
３
５
２
Ｔ
運
転
士
は
、
14
時
27
分
に
高
円
寺
駅
通
過
中
の
１
４
６
３
Ｔ
で

発
生
し
た
人
身
事
故
に
伴
う
防
護
無
線
に
よ
り
非
常
停
止
手
配
を
行
い
、
阿
佐

ヶ
谷
〜
高
円
寺
間
16
㌔
６
０
０
㍍
付
近
に
停
車
。
そ
の
後
指
令
よ
り
、
１
３
５

２
Ｔ
の
み
運
転
再
開
の
指
示
を
受
け
、
車
掌
と
打
合
せ
後
に
運
転
再
開
。
速
度

時
速
約
20
㌔
に
て
走
行
中
、
ホ
ー
ム
端
の
階
段
下
に
消
防
隊
員
が
い
る
の
を
認

め
ブ
レ
ー
キ
手
配
を
行
っ
た
が
、
危
険
で
は
な
い
と
判
断
し
ブ
レ
ー
キ
を
緩

解
。
速
度
時
速
約
10
㌔
で
同
隊
員
と
す
れ
違
っ
た
。
勾
配
に
よ
る
速
度
低
下
の

た
め
速
度
時
速
20
㌔
ま
で
上
昇
さ
せ
高
円
寺
駅
を
通
過
。
ホ
ー
ム
東
京
方
を
運

転
台
が
通
過
し
た
と
こ
ろ
か
ら
再
力
行
し
、
中
野
駅
16
分
延
で
到
着
し
た
。

◆
原
因
究
明
に
向
け
た
議
論

　
当
時
、
防
護
無
線
を
受
信
し
て
駅
間
停
車
し
た
上
り
１
３
５
２
Ｔ
を
救
済
す

る
た
め
、
こ
の
列
車
の
み
運
転
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
地
責
任
者
は
消
防

責
任
者
に
対
し
、
線
路
内
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
消
防
隊
員
の
一
人
が
線
路
内
に
立
ち
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

運
転
再
開
し
た
列
車
に
対
し
、
線
路
内
の
消
防
隊
員
が
手
で
丸
印
の
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
指
令

の
運
転
再
開
指
示
と
、
消
防
隊
員
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
２
つ
の
情
報
か
ら
、
通

過
し
て
も
問
題
な
い
と
判
断
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
過
去
の
痛
ま
し
い
事
故

　
し
か
し
、
２
０
０
２
年
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
塚
本
〜
尼
崎
間
に
お
い
て
、
人
身

事
故
の
救
助
中
に
救
急
隊
員
２
名
が
速
度
時
速
約
１
０
０
㌔
で
走
行
中
の
後
続

列
車
に
轢
か
れ
、
う
ち
１
名
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
で
は
、
現
場
の
駅
員
・
乗
務
員
、
そ
し
て
指
令
員
間
で
の
情
報
伝
達

に
不
備
が
あ
り
、
思
い
込
み
が
混
ざ
る
中
で
事
故
現
場
の
全
体
状
況
が
正
し
く

把
握
さ
れ
な
い
ま
ま
に
運
転
再
開
指
示
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
お
い
て
も
、
２
０
１
５
年
に
武
蔵
境
駅
で
あ
わ
や
と
い
う
事
象
が
発
生

し
て
お
り
、
誰
し
も
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

◆ 

最
後
の
砦
は
現
場
に
い
る
自
分
自
身
！ 

命
を
守
る
た
め
「
危
険
と
感
じ
た
ら
列
車
を

止
め
る
」
行
動
を
と
ろ
う
！

　
会
社
は
、
今
回
の
高
円
寺
駅
の
事
象
に
つ
い
て
「
救
急
隊
の
中
で
の
指
揮
命

令
系
統
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
、
救
急
隊
か
ら
謝
罪
が
あ
っ
た
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
問
題
の
本
質
は
そ
こ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
か
が
悪
い
の
で
は

な
く
、
も
ら
い
事
故
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
線
路
内
に
人
が
い
る

と
認
識
し
た
の
に
、
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
点
で
す
。
指
令
員
の
仲
間

は
、
憶
測
や
思
い
込
み
に
よ
る
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
、
運
転
再
開
指
示
を
出
す
際

は
現
場
社
員
の
判
断
を
最
優
先
す
る
と
言
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
今

回
の
よ
う
な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
起
こ
り
得
ま
す
。
そ
の
と
き
に
止
め
ら
れ
る
の

は
、
現
場
に
い
る
自
分
自
身
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
列
車
を
止
め
る
こ
と
へ

の
不
安
感
や
恐
怖
感
に
打
ち
克
つ
た
め
の
「
勇
気
」
が
必
要
で
す
。

　
特
に
若
い
世
代
を
中
心
に
、
何
で
も
指
令
に
報
告
し
判
断
を
仰
ぐ
風
潮
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
防
止
や
事
故
発
生
時
の
二
次
災
害
防
止
の
た
め

に
も
、
速
や
か
で
正
し
い
報
告
は
と
て
も
重
要
で
す
。
し
か
し
、
指
令
へ
の
報

告
を
免
罪
符
と
し
て
利
用
し
、「
自
分
は
や
る
こ
と
を
や
っ
た
」
と
納
得
さ
せ

る
の
は
本
質
か
ら
ず
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
柔
軟

な
働
き
方
に
よ
っ
て
同
一
業
務
を
長
く
経
験
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
く

中
、
職
場
で
の
安
全
議
論
を
主
体
的
に
創
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に

な
り
ま
す
。
指
令
が
「
問
題
な
い
」
と
判
断
し
て
も
、
現
場
に
い
る
自
分
自
身

が
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
躊
躇
な
く
安
全
側
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
命
を

守
る
企
業
風
土
を
皆
で
創
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

あ
わ
や
二
次
災
害
！
　
高
円
寺
駅
で
の
人
身
事
故
を
考
え
る

あ
わ
や
二
次
災
害
！
　
高
円
寺
駅
で
の
人
身
事
故
を
考
え
る

　
本
部
｜
本
社
間
で
の
「
現
業
機
関
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
に

つ
い
て
」
の
議
論
を
経
て
、
各
地
方
で
概
要
の
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
施
時
期
は
２
０
２
１
年
度
末
ダ
イ
ヤ
改
正
と
さ
れ
（
小
田
原
・
湘
南
統

括
セ
ン
タ
ー
は
２
０
２
２
年
７
月
）、
新
た
な
現
業
機
関
の
円
滑
な
運
用

に
向
け
て
、
関
係
社
員
へ
の
兼
務
発
令
や
教
育
、
業
務
融
合
に
向
け
た
試

行
の
た
め
の
勤
務
種
別
変
更
な
ど
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
方
の
提
案
に
お
け
る
特
徴
点
は
、
「
理
想
は
、
資
格
を
有
し
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
全
て
担
う
。
駅
の
方
が
車
内
改
札
を
担
う
な
ど
。
乗
務

員
は
出
札
・
改
札
・
信
号
・
Ｃ
Ｔ
Ｃ
業
務
も
入
る
」、「
職
場
の
統
合
は
異

動
で
は
な
い
の
で
、（
業
務
内
容
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
年
数
の
）
リ
セ
ッ
ト
に
は
な
ら
な
い
」、「
新
た
な
担
務
の
見

習
い
が
終
わ
り
、
一
人
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
（
ジ
ョ

ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
年
数
は
）
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
」
、「
制
服
は
一
旦
持

ち
帰
り
、
次
の
勤
務
先
に
持
っ
て
い
く
。
勤
務
先
に
私
服
を
入
れ
る
も
の

を
用
意
す
る
」
と
い
っ
た
点
で
す
。
ま
た
、
八
王
子
地
本
に
つ
い
て
は
全

て
が
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
い
っ
た
点
や
、
長
野
地
本
で
は
元
職

場
の
小
海
線
営
業
所
で
行
っ
て
い
る
車
両
検
修
業
務
も
融
合
の
対
象
と
さ

れ
て
い
る
点
な
ど
も
特
徴
的
で
す
。

　
今
後
、
地
方
毎
に
申
し
入
れ
・
団
体
交
渉
を
行
い
、
施
策
の
解
明
と
要

求
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
部
と
し
て
「
新
た
な
施
策
に

対
す
る
５
本
柱
」
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。
安
全
性
の
低
下
や
技
術
継
承
不

足
、
組
合
員
の
過
労
や
精
神
的
な
負
担
が
増
す
施
策
に
す
る
訳
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
会
社
施
策
の
狙
い
を
見
抜
き
、
命
を
守
る
こ
と
を
最
大
の
価
値

基
軸
に
「
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
・
働
き
が
い
・
豊
か
さ
」
が
あ
る
施
策

を
実
現
す
る
た
め
に
、
未
加
入
の
仲
間
も
交
え
て
全
組
合
員
で
議
論
を
深

め
ま
し
ょ
う
！

「
現
業
機
関
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
に
つ
い
て
」

「
現
業
機
関
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
に
つ
い
て
」

  

各
地
方
で
提
案
さ
れ
る
！

各
地
方
で
提
案
さ
れ
る
！

◆現時点で提案されている統括センター・営業統括センター

支社名 新設する現業機関 融合する現業機関 管轄エリア 備考

秋田
横手統括センター
（仮称）

横手駅、横手運輸区
【奥羽本線】院内～飯詰
【北上線】　黒沢～横手

秋田
秋田営業統括
センター（仮称）

秋田駅、土崎駅
【奥羽本線】大張野～八郎潟　【男
鹿線】　 全線
【羽越本線】下浜～秋田

秋田
東能代統括
センター（仮称）

東能代駅、東能代運輸区
【奥羽本線】鯉川～陣場
【五能線】　東能代～岩館

秋田
弘前営業統括
センター（仮称）

弘前駅、五所川原駅
【奥羽本線】津軽湯の沢～津軽新
城　【五能線】大間越～川部

仙台 山形統括センター
山形駅（山形地区センター含
む）、米沢駅（今泉駅含む）、山形
運輸区

【奥羽本線】板谷～東根
【米坂線】　米沢～今泉
【仙山線】羽前千歳～面白山（信）

山形支店の業務も含む

千葉
木更津統括
センター

木更津駅（木更津地区指導セン
ター含む）君津駅、久留里駅（横
田駅含む）、木更津運輸区

【内房線】　長浦～浜金谷
【久留里線】全線

横浜
根岸営業統括
センター（仮称）

桜木町駅、関内駅、根岸駅、磯子
駅

【根岸線】桜木町～洋光台

横浜
湘南・相模統括
センター（仮称）

藤沢駅、茅ヶ崎駅、平塚駅、橋本
駅、海老名駅、茅ケ崎運輸区、橋
本ＣＴＣセンター

【東海道線】藤沢～大磯
【相模線】　全線
【横浜線】　淵野辺～橋本

横浜
小田原・伊豆統括
センター（仮称）

国府津駅、小田原駅、真鶴駅、湯
河原駅、熱海駅、伊東駅、熱海運
輸区（ＣＴＣ含む）

【東海道線】二宮～熱海
【伊東線】　熱海～伊東

実施時期は2022年７月予定

八王子
三鷹営業統括
センター

三鷹駅、武蔵小金井駅、国分寺駅【中央本線】吉祥寺～国分寺

八王子
立川営業統括
センター

立川駅、西国分寺駅、府中本町
駅、東所沢駅

【中央本線】西国分寺～立川　【武
蔵野線】府中本町～新座　【青梅
線】　 立川～西立川

立川地区・八王子地区・甲府地区を廃
止し地区センターも解消。業務は三
鷹・立川・八王子・拝島・大月・甲府の
各営業統括センターに統合。

八王子
八王子営業統括
センター

八王子駅、豊田駅、高尾駅
【中央本線】日野～藤野
【八高線】　八王子～小宮

八王子
拝島営業統括
センター

拝島駅、青梅駅、高麗川駅
【青梅線】　東中神～奥多摩
【五日市線】全線
【八高線】　拝島～高麗川

八王子
大月営業統括
センター

大月駅、塩山駅 【中央本線】上野原～山梨市

八王子
甲府営業統括
センター

甲府駅、竜王駅、日野春駅、小淵
沢駅

【中央本線】春日居町～小淵沢

新潟 庄内統括センター
酒田駅（坂田地区センター含
む）、鶴岡駅、酒田運輸区

【羽越本線】鼠ヶ関～酒田

長野
小海線統括
センター

小海線営業所
※ 小海線営業所の所在地は中込
駅近傍

【小海線】甲斐小泉～小諸

企画業務、中込駅の駅業務、運行室の
運転士・車掌・車両の各業務を融合
（例えば車両検修・入換・技管・改札で
一つの作業ダイヤ、運転士業務・車掌
業務で一つの作業ダイヤ）

本
部
原
因
究
明
委
員
会

本
部
原
因
究
明
委
員
会

新たな施策に対する５本柱
 １． 年功賃金の廃止反対！手当・定昇カットなど生涯賃金の減額反対!　更なる成果主義型への変更を許さずたたかおう!
 ２．主たる業務を明確にし、経験労働と各系統の訓練・教育を確実に実施させ、安全を守り抜こう!
 ３．十分な休憩時間・在宅休養時間や勤務間インターバルを確保しよう!
 ４．拘束時間内における副業は反対してたたかおう!
 ５．本人希望を尊重させ、全組合員が働きがいを持てる職場と仕事をつくり出そう!

■高円寺駅での人身事故（2021年９月24日）

（緩行Ｂ線）

高円寺駅緩行ホーム

（緩行Ａ線）

１４４４Ｂ

高尾方▶◀ 新宿方

（快速下り線）

１４６３Ｔ（人身事故列車）
高円寺駅(通過駅)ホーム終端20ｍ過ぎて停車

高円寺駅快速ホーム

（快速上り線） １３５２Ｔ（対向列車）

救急隊員（ホーム端の階段下）

指令の運転再開指示により運転再開後、救急隊員を
認めブレーキ手配を行うも、途中でブレーキ緩解。

１０ｋｍ／ｈで救急隊員とすれ違う


